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侵入生物に関する国際共同セミナーを終えて

岡 三徳生物環境安全部長

農環研は、アジア太平洋地域食糧肥料技術セン

ター（ 、台湾）と共同して 「アジア・太平FFTC 、

洋諸国における侵入生物による環境影響とデータ

ベース構築」に関する国際セミナーを、つくばで

月 日～ 日に、 カ国から 名の参加11 13 15 11 152
を得て開催した。

本セミナーは、基調講演、セッション１（国別

報告とデータベース構築、８講演 、セッション）

２（研究報告）及び総合討議で構成され、セッシ

ョン２では植物、昆虫、微生物のサブセッション

18で各３題の講演があり セミナー全体では合計、

題になった。

ミネソタ大学の 教授による基調講演でDavid
は、外来侵入生物の適切な防除の基本となるリス

ク評価と管理についての論議とともに、侵入・導

入生物を含めた外来種の環境や経済への影響、さ

らに生活や暮らしへの直接影響を特定し、これに

対する多くの人々の理解を得る必要性が強調され

た。

セッション１では、各国からホテイアオイやミ

モザの侵入による生態破壊が紹介され、テラピア

による在来魚種の減少や侵入植物病原細菌による

農業被害が報告された。また、フィリピンでのイ

ネを加害するクロカメムシの一種の侵入とその国

内拡散、韓国の貿易拡大にともなう侵入雑草の増

加、中国の緑化を目的に導入したユーカリや松の

生態影響など広範な外来生物についての現状が紹

介された。

データベースの構築に関連して、オーストラリ

アから生物種の同定に向けた支援システムが紹介

され、農環研は構築中の侵入生物の環境影響情報

を共有化するためのデータベース のフレ(APASD)
ームを提案して、今後の連携・協力を要請した。

セッション２の各サブセッションは、環境影響

の評価と監視、侵入・分布拡大過程の解析、そし

て防除策に関連した講演の３つに区分される。前

者では侵入雑草を事例にしたニュージーランドの

リスク評価モデルの紹介、各国のホテイアオイ、

ギンネム、スクミリンゴガイ、導入昆虫、さらに

侵入植物病原細菌の環境影響評価が報告され、そ

の経済被害とともに、検疫体制の強化と外来加害

セミナーを終えた各国の参加者は、農業・農村の担い

手を育成する鯉渕学園（茨城県内原町）を訪問

生物の生物特性に基づく監視技術の開発の必要性

が指摘された。

外来生物の起源と分布拡大の解析には、分子生

。 、物学的手法が有用な手段となる これと関連して

アジア地域に分布するパパイヤリングスポットウ

ィルスのバイオタイプの遺伝子解析、日本国内に

侵入したショウガ等の病原性細菌の起源や西洋タ

ンポポの交雑にともなう遺伝子流動と拡散につい

ての解析結果が報告された。定着した外来種の防

除や根絶のための効果的プログラムは少ないが、

沖縄での不妊虫を利用した根絶法のカンショを食

害するゾウムシへの適用例とともに、作物害虫の

耕種的防除法やネズミの毒餌による防除等の事例

が紹介された。

総合討議では、外来生物に関する参加国間の迅

速な情報交換の重要性の確認と併せて、データベ

ースの構築とその共有化に向けて多くの意見が交

。 、換された その第１段階として検討すべき課題は

対象地域や機能（外来種のリスク分析、検出、1)
分布情報、使用言語等 、 既存の情報源の確認） 2)
とリンク、 速やかな有用情報の公開であること3)
が指摘された。また討議後には、各セッションで

の論議と今後の継続した協力、さらにデータベー

ス構築の円滑な推進のために、 年に台北で2004
ワークショップを開催することを確認した。

年度には 「外来種規制法案」が国会に上2004 、

程される計画である。外来生物の環境影響とリス

ク評価は、生物環境安全部の柱となる研究課題で

あり、今後は次期中期計画を見据えた取り組みと

して、侵入生物のデータベース構築を核とした研

究と国際協力の推進が重要であると考えている。


